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概要
Cisco HyperFlexシステムで Cisco HX Data Platformおよび Cisco UCSサーバファームウェアを
アップグレードする前に、この章で説明するガイドライン、ベストプラクティス、および推奨

事項を考慮してください。

前提条件
1. このリリースにアップグレードして新機能を確認する前に、解決済みの問題と未解決の

問題を参照してください。 最新の「Cisco HXData Platform Release Notes」を参照してく
ださい。

2. サポートされているバージョンとシステム要件を確認してください。詳細については、

「Hardware and Software Interoperability for Cisco HyperFlex HX-Series」を参照してくださ
い。
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•最新のソフトウェアバンドルバージョンであることを確認し、ソフトウェアバージョン
を確認してください。最新の「Cisco HX Data Platform Release Notes」を参照してくださ
い。

•すべてのサーバのオペレーティングシステムのドライバレベルが、アップグレード予定
の Cisco UCSのリリースに対して正しいレベルになっていることを確認します。サーバ
ハードウェアの識別については、『Cisco UCS Driver Installation Guide』を参照してくださ
い。

重要

3. 設定をAll Configurationバックアップファイルにバックアップします。詳細な手順につ
いては、『Cisco UCS Manager Backing Up and Restoring the Configuration Guide』を参照し
てください。

4. ファームウェアのアップデートを実行する前に、CiscoUCSManagerファームウェア管理
インターフェイスを使用して、ファブリックインターコネクトに関連するイメージをダ

ウンロードします。イメージはファブリックインターコネクトのブートフラッシュの

パーティションに保存されます。詳細については、ソフトウェアのダウンロードを参照

してください。

5. Cisco HyperFlex HX Data Platformの新しいバージョンにアップグレードすると、ESXiの
アップグレードが必要な可能性があります。 HyperFlexソフトウェアのバージョン（6
ページ）の各 HX Data Platformバージョンについては、サポートされているバージョン
を参照してください。

6. SSHをすべての ESXiホストで有効なままにしておきます。

7. vMotion vmkernelアダプタでは、デフォルトの TCP/IPスタックのみサポートされていま
す。

8. アップグレード中に VMが自動的に移行され、環境の要件に応じてMTUが設定される
よう、vMotionを有効にします。VMカーネルインターフェイスの追加について、詳し
くは vMotionインターフェイスの設定を参照してください。

9. コンピューティングノードが含まれるクラスタを再登録した場合は、コンピューティン

グノードが再び追加されていることを確認します。クラスタのアップグレードを試みる

前に、stcli node addコマンドを使用します。

Example:
# stcli node add --node-ips <computeNodeIP> --controller-root-password <ctlvm-pwd>
--esx-username <esx-user> --esx-password <esx-pwd>

10. HyperFlexクラスタが正常であることを確認します。詳細については、HyperFlexノード
のアップグレードの検証を参照してください。

11. クラスタが寛容（lenient）モードであることを確認します。クラスタが寛容（lenient）
モードでない場合は、寛容（lenient）モードに設定します。寛容モードの設定を参照し
てください。
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アップグレードのガイドライン
以下に、HyperFlexシステムのアップグレードを実行する際の重要な基準を記載します。

• Hypercheckヘルスチェックユーティリティ:アップグレードする前に、Hypercheckクラ
スタでこの予防的ヘルスチェックユーティリティを実行することを推奨します。これら

のチェックにより、注意が必要なエリアがすぐに見やすくなり、シームレスなアップグ

レードエクスペリエンスを保証します。Hypercheckのインストールと実行の詳細な手順
については、「technote」を参照してください。

•ソフトウェア Advisory M5 ESXi 6.0クラスタの: ESXi 6.0で実行されているクラスタは、
関連するソフトウェア Advisoryを注意深く確認します。

•必要なvCenterのアップグレード：セキュリティを強化するために、HXDPリリース3.0(1a)
以降では TLS 1.2を使用する必要があります。そのため、HX 3.0にアップグレードする前
に、vCenter 6.0 U3c以降にアップグレードする必要があります。さらに、ESXiを 6.0 U3
または 6.5 U1にアップグレードし、HXDP 3.0互換性要件を満たす必要があります。

•アップグレード対象の最小HXDPバージョン：1.8(1f)以降を実行中のHXDPクラスタは、
3.0に直接アップグレードできます。

• HXData Platform 1.7.xおよび 1.8.xクラスタ: 1.7.xまたは 1.8.x（ただし 1.8(1f)より前）か
らアップグレードする場合は、3.0以降のリリースにアップグレードする前に、中間バー
ジョンを通過する必要があります。詳細については、『 Cisco HyperFlex Systems Upgrade
Guide』を参照してください。

•クラスタの対応状況：アップグレードを進める前に、クラスタが適切にブートストラップ
されて、更新済みプラグインがロードされていることを確認します。アップグレードには

必ずクラスタのブートストラップが必要です。

•アップグレードの開始：2.5(1a)より前のリリースからアップグレードする場合は、CLI
stcliコマンドまたは vSphere Web Clientの HX Data Platform Plug-inを使用します。2.5(1a)
以降のリリースからアップグレードする場合は、HX Connect UIを使用します。アップグ
レードに Tech Preview UI（2.5より前のリリース）を使用しないでください。

•アップグレードの完了―アップグレードウィンドウでは、一時的に自己修復 (または再調
整)が無効になっています。アップグレードが失敗する場合、できるだけ早くアップグレー
ドを完了する必要があります。

• vSphere 5.5のアップグレード：vSphere 5.5を使用している場合、HX Data Platformのアッ
プグレードを開始する前に 6.0 U3/6.5 U1にアップグレードする必要があります。vSphere
5.5のサポートはHXData Platform 2.5(1a)で廃止されたため、アップグレードしようとして
も失敗します。

• HX220で 5.5を実行している場合は、TACに連絡してアップグレードの支援を求めて
ください。

• HX240で 5.5を実行している場合は、次の順序でコンポーネントをアップグレードし
ます。
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1. vCenterを 6.0 U3cまたは 6.5 UIにアップグレードします。6.5にアップグレード
する場合は、vCenterのインプレースアップグレードが必要です。5.5から移行す
る場合、新しい vCenter 6.5の使用はサポートされません。

2. オフライン zipバンドルを使用して ESXiを 6.0/6.5にアップグレードします。

ESXiのアップグレードが完了してホストが再起動した後、vCenter
で手動で ESXiホストに再接続しなければならない場合がありま
す。

（注）

3. HX Data Platformを（必要に応じて UCSファームウェアも）アップグレードしま
す。

• vSphere 6.5にアップグレードする場合：

•特定のクラスタ機能（ネイティブ/スケジュールスナップショット、ReadyClones、
HXメンテナンスモードの開始/終了など）は、アップグレードの開始時から 2.5
以降への HX Data Platformのアップグレードが完了するまで動作しません。

•オフライン zipバンドルを使用して ESXiをアップグレードした後、ESXの [Exit
Maintenance Mode]オプションを使用します。HX Data Platformのアップグレード
が完了するまでは、vSphere Webクライアント内で ESXの [メンテナンスモード
の終了（Exit Maintenance Mode）]オプションは動作しません。

• vSphere 6.0のアップグレード：vSphere 6.0を 6.5に移行する場合は、次の順序でコンポー
ネントをアップグレードします。

1. HX Data Platformを（必要に応じて UCSファームウェアも）アップグレードします。

2. VMwareのマニュアルとベストプラクティスに従って vCenterサーバをアップグレー
ドします。必要に応じて、新しい vCenterサーバを導入し、stcli cluster reregister

を実行します。

3. オフライン zipバンドルを使用して ESXiを 6.5にアップグレードします。

• M4サーバのファームウェアのアップグレード：円滑な動作を確実にして、既知の問題を
修正するには、サーバファームウェアをアップグレードする必要があります。特に、長期

間にわたる安定性を確保するために、このリリースで使用可能になった新しい SAS HBA
ファームウェアを推奨します。
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•可能な場合は常に、3.1(3c)以降のCバンドルにアップグレー
ドするようにしてください。

• 3.1(2f)より前のバージョンのCバンドルを使用している場合
は、UCSサーバファームウェア（Cバンドル）のコンバイン
ドアップグレードを行って、サーバファームウェアを3.1(3c)
以降に、HXData Platformを 2.5にアップグレードする必要が
あります。これらのアップグレードを 2つの別々の操作に分
割しないでください。

•クラスタがすでに3.1(2f)以降のCバンドルで稼働している場
合、必要に応じて HX Data Platformのみのアップグレードま
たはコンバインドアップグレードを実行できます。

（注）

• M5サーバファームウェアのアップグレード：M5世代のサーバでは、ファームウェア
バージョン 3.2(1d)以降を実行する必要があります。

•ファームウェアダウングレード—HX-installerから UCSMのダウングレードはサポート
されていません。

• M4/M5の混在ドメイン：既存のM4クラスタが含まれるUCSドメインに新しい別個のM5
クラスタをインストールすると、同じドメインにM4とM5が混在することになります。
このような場合、オーケストレーションされたUCSサーバファームウェアのアップグレー
ドは、M4クラスタに HX Data Platform 2.6以降がインストールされるまで動作しません。
したがって、最初に UCSサーバファームウェアを最新の 4.0(1)パッチリリースにアップ
グレードしてから、既存の UCSドメインに新しいM5クラスタを追加することがベスト
プラクティスとなっています。さらに、新しいM5クラスタを 1.7 HXData Platformクラス
タと同じドメインに追加する場合は常に、1.7 HXData Platformクラスタを最初にアップグ
レードする必要があります。

•メンテナンス時間枠：HXData PlatformとUCSファームウェアの両方をアップグレードす
る場合、メンテナンス時間枠の大きさに応じて、vSphere HXData Platform Plug-inを介した
コンバインドアップグレードまたは分割アップグレードのいずれかを選択できます。Cisco
UCSManagerによるサーバファームウェアの自動インストールを使用した直接的なファー
ムウェアアップグレードは試行しないでください。代わりに、HX Data Platformに用意さ
れている UCSサーバアップグレードオーケストレーションフレームワークを使用しま
す。

• SEDを使用した HX Data Platform 2.1(1b)：2.1を実行している SED対応のシステムをアッ
プグレードする場合は、UCSインフラストラクチャとサーバファームウェアのアップグ
レードが必要です。
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HyperFlexソフトウェアのバージョン
Cisco HX Data Platformインストーラ、Cisco HX Data Platform、および Cisco UCSファームウェ
アといった HXのコンポーネントは、さまざまなサーバにインストールされます。HX Storage
Clusterとともに（またはその内部で）使用される各サーバの各コンポーネントに互換性がある
ことを確認します。

• HyperFlexは、UCS Managerおよび UCS Server Firmwareバージョン 4.0(4a)、4.0(4b)、
4.0(4c)をサポートしていません。

これらのファームウェアバージョンにアップグレードしないでく

ださい。

これらのUCSManagerのバージョンにアップグレードしないでく
ださい。

重要

•事前設定されたHXサーバと、インストールされているCisco UCSサーバファームウェア
のバージョンが同じであることを確認します。Cisco UCSファブリックインターコネクト
（FI）のファームウェアバージョンが異なる場合は、ファームウェアのバージョンを調整
する手順について、『Cisco HyperFlex Systems Upgrade Guide』を参照してください。

• M4:新しいハイブリッドまたはオールフラッシュ (Cisco HyperFlex HX240c M4または
HX220c M4)の導入の場合は、 Cisco UCS Manager 3.1(3j)以降がインストールされている
ことを確認してください。詳細については、Cisco TACにお問い合わせください。

• M5:新しいハイブリッドまたはすべてのフラッシュ（Cisco HyperFlex HX240c M4または
HX220cM5）展開については、Cisco UCS Manager 3.2（3i）またはそれ以降がインストー
ルされていることを確認してください。

• SEDベース HyperFlexシステムについては、A（インフラストラクチャ）および C（ラッ
クサーバ）バンドルが、M4 SEDシステムに対して Cisco UCS Managerバージョン 3.1(3h)
またはそれ以降です。すべてのバンドルがM5SEDシステムに対して、CiscoUCSManager
バージョン 3.2(3i)以上であることを確認します。

• HXサーバを再インストールするには、サポートされている互換性のあるソフトウェアの
バージョンをダウンロードします。要件と手順については『VMware ESXi向け Cisco
HyperFlexシステムインストールガイド』を参照してください。

• Cisco UCS Managerバージョン 4.0(1a)は、HXデータプラットフォームバージョン3.0(1e)
以降でサポートされています。
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表 1 : M4/M5サーバの HyperFlexソフトウェアバージョン

M5推奨 FI/サーバファームウェア

* (上記の重要な注意事項を必ず確認し
てください)

M4推奨 FI/サーバファームウェア

* (上記の重要な注意事項を必ず確認
してください)

HyperFlexリ
リース

3.2(3h)3.2(3h)、3.1(3j)3.0(1i)

3.2(3h)3.2(3h)、3.1(3j)3.0(1h)

3.2(3h)3.2(3h)、3.1(3j)3.0(1e)

3.2(3h)3.2(3h), 3.1(3h)3.0(1d)

3.2(3h)3.2(3h), 3.1(3h)3.0(1c)

3.2(3d)3.2(3d)、3.1(3h)3.0(1b)

3.2(3d)3.2(3d)、3.1(3f)3.0(1a)

3.2(3d)3.2(3d)、3.1(3f)2.6(1e)

3.2(3d)3.2(3d)、3.1(3c)2.6(1d)

3.2(2d)3.2(2d)、3.1(3c)2.6(1b)

3.2(2d)3.2(2d)、3.1(3c)2.6(1a)

サポートされているアップグレードパス
次の 4つのテーブルマトリックスは、サポートされているCisco HyperFlex Systemsのアップグ
レードパスをマップします。

Cisco HX Data Platformマトリックス

サポートされているアップグレードパス

目的のバージョン

Cisco HX
Data Platform

現在のバー

ジョン

1.8(1x)2.0(1x)2.1(1x)2.5(1x)2.6(1x)3.0(1x)

—————Yes2.6(1x)

————ありあり2.5(1x)

———ありありあり2.1(1x)

——ありありありあり2.0(1x)
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サポートされているアップグレードパス

目的のバージョン

Cisco HX
Data Platform

現在のバー

ジョン

—ありありありありあり1.8(1f)

—ありありありあり—1.8(1a)～
1.8(1e)
1

ありありあり———1.7.x
2

1 1.8.1a～ 1.8.1eから 2.6(1x)より後のリリースへの直接アップグレードはサポートされて
いません。詳細については、1.8.x HyperFlexクラスタのアップグレード（12ページ）を
参照してください。

2 1.7.xから2.1(1x)より後のリリースへの直接アップグレードはサポートされていません。
詳細については、1.7.x HyperFlexクラスタのアップグレード（12ページ）を参照してく
ださい。

Cisco UCS Managerマトリックス

サポートされているアップグレードパス

目的のバージョン

Cisco
UCS
Manager

現在の

バー

ジョン

3.1(2b)3.1(2f)3.1(2g)3.1(3c)3.1(3f)3.1(3h)3.1(3j)3.2(2d)3.2(3d)3.2(3g)

—————————Yes3.2(3d)

————————ありあり3.2(2d)

——————ありありありあり3.1(3h)

—————ありありありありあり3.1(3f)

————ありありありありありあり3.1(3c)

———ありありありありありありあり3.1(2g)

——ありありありありありありありあり3.1(2f)

—ありありありありありありありありあり3.1(2b)
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VMware ESXiマトリックス

• ESXi 5.5のサポートは HXDP 2.5で廃止されました。

• HX220で ESXi 5.5 U3を実行している場合のアップグレードのガイダンスについて
は、TACにお問い合わせください。

• HX240で ESXi 5.5 U3を実行している場合、詳細については、アップグレードのガイ
ドライン（3ページ）を参照してください。

• ESXi 6.0 U1バージョンの場合、ESXiのアップグレードを推奨します。PSODや OSのク
ラッシュのためにノードが応答しなくなるという既知の VMwareの問題があります。
VMware KBの記事、『VMware ESXi 6.0, Patch ESXi600-201608401-BG: Updates esx-base,
vsanhealth, vsan VIBs (2145664)』を参照してください。

TLS 1.2をサポートするには vCenter 6.0 U3c以降へのアップグレードが必要です。HXクラス
タをアップグレードする前に、必ず vCenterをアップグレードしてください。

注目

サポートされているアップグレードパス

目的のバージョン

VMware ESXi

現在のバー

ジョン

6.0 U1b6.0 U2（すべ
てのパッチレ

ベル）

6.0 U36.5 U16.5 U2

————Yes6.5 U1

———ありあり6.0 U3

——ありありあり6.0 U2（すべ
てのパッチレ

ベル）

—ありありありあり6.0 U1b

ありありありありあり5.5 U3
（HX240cでの
み）

前提条件とガイドライン
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サポートされているアップグレードパス

https://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?cmd=displayKC&docType=kc&externalId=2145664&sliceId=1&docTypeID=DT_KB_1_1&dialogID=308884749&stateId=1%200%20308902416
https://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?cmd=displayKC&docType=kc&externalId=2145664&sliceId=1&docTypeID=DT_KB_1_1&dialogID=308884749&stateId=1%200%20308902416


Cisco UCS Managerでサポートされる Cisco HX Data Platformのバージョン

Cisco HX Data PlatformCisco UCS
Manager
のバー

ジョン

1.7.x1.8(1x)2.0(1x)2.1(1x)2.5(1x)2.6(1x)3.0(1x)

—————Yes

ハイブ

リッド、

オールフ

ラッ

シュ、M4
サーバ、

およびM5
サーバを

サポート

Yes

ハイブ

リッド、

オールフ

ラッ

シュ、M4
サーバ、

およびM5
サーバを

サポート

3.2(3g)

—————Yes

ハイブ

リッド、

オールフ

ラッ

シュ、M4
サーバ、

およびM5
サーバを

サポート

Yes

ハイブ

リッド、

オールフ

ラッ

シュ、M4
サーバ、

およびM5
サーバを

サポート

3.2(3d)

—YesYes

ハイブ

リッド、

オールフ

ラッ

シュ、お

よびM4
サーバを

サポート

Yes

ハイブ

リッド、

オールフ

ラッ

シュ、お

よびM4
サーバを

サポート

Yes

ハイブ

リッド、

オールフ

ラッ

シュ、お

よびM4
サーバを

サポート

Yes

ハイブ

リッド、

オールフ

ラッ

シュ、M4
サーバ、

およびM5
サーバを

サポート

Yes

ハイブ

リッド、

オールフ

ラッ

シュ、M4
サーバ、

およびM5
サーバを

サポート

3.2(2d)

前提条件とガイドライン
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サポートされているアップグレードパス



Cisco HX Data PlatformCisco UCS
Manager
のバー

ジョン

—YesYes

ハイブ

リッドと

オールフ

ラッシュ

をサポー

ト

Yes

ハイブ

リッドと

オールフ

ラッシュ

をサポー

ト

Yes

ハイブ

リッドと

オールフ

ラッシュ

をサポー

ト

Yes

ハイブ

リッドと

オールフ

ラッシュ

をサポー

ト

Yes

ハイブ

リッド、

オールフ

ラッ

シュ、お

よびM4
サーバを

サポート

3.1(3j)

—YesYes

ハイブ

リッドと

オールフ

ラッシュ

をサポー

ト

Yes

ハイブ

リッドと

オールフ

ラッシュ

をサポー

ト

Yes

ハイブ

リッドと

オールフ

ラッシュ

をサポー

ト

Yes

ハイブ

リッドと

オールフ

ラッシュ

をサポー

ト

Yes

ハイブ

リッド、

オールフ

ラッ

シュ、お

よびM4
サーバを

サポート

3.1(3h)

—YesYes

ハイブ

リッドと

オールフ

ラッシュ

をサポー

ト

Yes

ハイブ

リッドと

オールフ

ラッシュ

をサポー

ト

Yes

ハイブ

リッドと

オールフ

ラッシュ

をサポー

ト

Yes

ハイブ

リッドと

オールフ

ラッシュ

をサポー

ト

Yes

ハイブ

リッド、

オールフ

ラッ

シュ、お

よびM4
サーバを

サポート

3.1(3f)

—YesYes

ハイブ

リッドと

オールフ

ラッシュ

をサポー

ト

Yes

ハイブ

リッドと

オールフ

ラッシュ

をサポー

ト

Yes

ハイブ

リッドと

オールフ

ラッシュ

をサポー

ト

Yes

ハイブ

リッドと

オールフ

ラッシュ

をサポー

ト

Yes

ハイブ

リッド、

オールフ

ラッ

シュ、お

よびM4
サーバを

サポート

3.1(3c)

前提条件とガイドライン
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Cisco HX Data PlatformCisco UCS
Manager
のバー

ジョン

—YesYes

ハイブ

リッドと

オールフ

ラッシュ

をサポー

ト

Yes

ハイブ

リッドと

オールフ

ラッシュ

をサポー

ト

Yes

ハイブ

リッドと

オールフ

ラッシュ

をサポー

ト

Yes

ハイブ

リッドと

オールフ

ラッシュ

をサポー

ト

—3.1(2g)

—YesYes

ハイブ

リッドと

オールフ

ラッシュ

をサポー

ト

————3.1(2f)

—YesYes

ハイブ

リッドを

サポート

————3.1(2b)

1.8.x HyperFlexクラスタのアップグレード
『サポートされていない Cisco Hxリリースの Cisco HyperFlexシステムアップグレードガイ
ド』に記載されている現在のアップグレードパスに従う必要があるHXDP1.8xを実行している
クラスタを持つユーザー。

1.7.x HyperFlexクラスタのアップグレード
『サポートされていない Cisco HXリリースの Cisco Hyperflexシステムアップグレードガイ
ド』の「Cisco Hyperflex 1.7のアップグレード」セクションを参照する必要がある HXDP 1.7x
を実行しているクラスタを持つユーザー。

前提条件とガイドライン
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1.8.x HyperFlexクラスタのアップグレード

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/HyperFlex_upgrade_guide/b-upgrading-unsupported-hx-releases.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/HyperFlex_upgrade_guide/b-upgrading-unsupported-hx-releases.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/HyperFlex_upgrade_guide/b-upgrading-unsupported-hx-releases/b-upgrade-hx-release-2-1x-and-earlier_chapter_0110.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/HyperFlex_upgrade_guide/b-upgrading-unsupported-hx-releases/b-upgrade-hx-release-2-1x-and-earlier_chapter_0110.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/HyperFlex_upgrade_guide/b-upgrading-unsupported-hx-releases.html


SED対応システムのアップグレード
SED対応システムとは、自己暗号化ドライブ（SED）がインストールされた、HXDP2.1(1b)を
実行しているHyperFlexクラスタを指します。この場合、UCSManagerを 3.1(3c)以降にアップ
グレードする必要があります。さらに、UCSサーバファームウェア（Cバンドル）を 3.1(3c)
以降にアップグレードする必要もあります。HX Connectでキー管理を有効にする前にすべて
のクラスタノードがアップグレードされている限り、コンバインドアップグレードまたは分

割アップグレードのどちらでも使用できます。

アップグレード中に、フラグベースのチェック (Trueまたは False)がシステムが SED対応か
どうかを判断するために使用されます。システムが SED対応である場合、このフラグ (trueに
設定)は非 SEDシステムがクラスタの一部になることが許可されません。クラスタの SED機
能情報を収集されたときに問題がある場合、アップグレードのスクリプトはデフォルト値(False)
に、このフラグを切り替える可能性があります。その場合、ノード上のすべての SEDドライ
ブが非 SEDディスクと置き換えられ、アップグレードは同様に、非 SEDディスクで実行され
ます。最終的、非暗号化形式で、そのノード上のデータを書き込んでしまうリスクがありま

す。

注意

注意事項と推奨事項
CiscoHyperFlexSystemのアップグレードを開始する前に、次の注意事項、ガイドライン、およ
び制限事項を考慮してください。

• HX220上の VMware ESXiをバージョン 5.5 U3からアップグレードする必要がある場合
は、Cisco TACまでお問い合わせください。

重要

• HyperFlexリリース3.5 (1a)以降を実行している場合は、HXConnectUIから自動ブートスト
ラッププロセスを実行してCiscoHXデータプラットフォームをアップグレードできます。
(HX Connect UIからの自動ブートストラップアップグレードプロセス)。

ただし、リリース 3.5(1a)よりも前であるHyperFlexリリースを実行している場合に示すよ
うに、手動ブートストラッププロセスを実行して Cisco HXデータプラットフォームを
アップグレードする必要があります (手動ブートストラップアップグレードプロセス)。

• CLIを使用してGUIをアップグレードすると、使いやすくなり、レポート作成機能が改善
されます。

•アップグレードが完了したら、使用するブラウザインターフェイスごとに、キャッシュを
空にしてブラウザにページをリロードし、HXのコンテンツを更新してください。

前提条件とガイドライン
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b_HyperFlexSystems_Upgrade_Guide_3_0_chapter5.pdf#nameddest=unique_23
b_HyperFlexSystems_Upgrade_Guide_3_0_chapter5.pdf#nameddest=unique_24


•アップグレードやその他のメンテナンス作業を行う前に、（コンピューティングノードを
含む）すべてのノードが稼働中であり、クラスタが正常な状態であることを確認してくだ

さい。

• Cisco HX Data Platformと Cisco UCSファームウェアバンドルには互換性が必要です。詳細
については、『UCS Hardware and Software Compatibility Matrix』を参照してください。

•分割アップグレードを行う場合、最初に Cisco HX Data Platformを更新してから、Cisco
UCSファームウェアを更新する必要があります。

•オンラインアップグレード中に、1つのノードがアップグレードされる（メンテナンス
モードになる）と、データリプリケーションファクタとアクセスポリシーの設定に基づ

いて、許容されるノード障害の数が削減されます。

• vMotion vmkernelアダプタでは、デフォルトの TCP/IPスタックのみサポートされていま
す。

• CiscoHyperFlexドメインのすべてのエンドポイントが完全に機能しており、それらのエン
ドポイントのファームウェアのアップグレードを開始する前に、すべてのプロセスが完了

している必要があります。たとえば、検出されていないサーバのファームウェアはアップ

グレードまたはダウングレードできません。各エンドポイントは、CiscoHyperFlexドメイ
ン内のコンポーネントであり、機能する上でファームウェアが必要です。

• 3ノードクラスタでは、1つのノードをシャットダウンするかメンテナンスモードにする
と、クラスタは正常な状態ではなくなりますが、引き続きオンラインの状態に保たれま

す。手動でメンテナンスを行う必要がある場合、ホストを一度に 1つずつメンテナンス
モードにします。次のホストでの作業に移るのは、クラスタが正常な状態になってからに

してください。HXDPおよび UCSサーバファームウェアでは、このプロセスは自動的に
行われます。

stcli ノードの削除操作によって、3ノードクラスタからノー
ドを削除することはできません。3ノードクラスタ上のノードを
置換するには、Cisco TACにノードの置換手順について問い合わ
せてください。

（注）
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注意事項と推奨事項

https://ucshcltool.cloudapps.cisco.com/public/
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